
資料－４

令和７年６月１８日

奄美大島海区漁業調整委員会資料

【議事４】
浮魚礁の敷説承認について（協議）
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別紙１

No1 No2 No3 No4 No5 No6 No11
No23
(請島2)

緯度 28-7-58.98 27-55-58.02 27-40-59.7 27-34-40.86 27-56-18.9 27-53-0 28-16-2.88 27-47-37

経度 128-51-0 128-48-10.02 128-48-2.22 128-44-58.5 129-42-34.86 129-30-59.88 128-57-56.88 129-22-40

設置水深（ｍ） 967 722 885 1043 1505 980 866 1200

礁体位置 常時海中 常時海中 常時海中 常時海中 常時海中 常時海中 常時海中 常時海中

礁体上部水深（ｍ） 37.8 34.8 36.8 37.8 44.9 37.8 36.8 39.8

海　　象　　条　　件　　等

最大条件

旧請島Ｎｏ２
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別  添  資  料  
 
１ 構造図  

【主要部材】  
 (1)主浮体：ＦＲＰ   直径 2.3ｍ×長さ 5.0ｍ  
 (2)搭載機器：流出警報発信器  
 (3)係留索：①副係留索   ワイヤ外装ポリエステル（外径 37mm）  

②上部索    ワイヤ外装ポリアリレート（外径 36）  
③下部索    PP・ポリエステル混撚 12 打（外径 45mm）  
⑤シンカー   AK 型シンカー  

 ２ 安全対策  
  (1)レーダーリフレクター  1 個  
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 (2)管理等  

奄美大島地区人工魚礁管理運営協議会に管理委託を行う。協議会では，日常点検

として浮魚礁を利用する漁業者が，操業時等に浮体上端水深などの異状の有無につ

いて確認を実施し，異常が発生した場合は県へ報告を行う。  
県では，浮魚礁に搭載しているイリジウム衛星通信方式流出監視装置により，モ

ニタリングを行う。  
 

 (3)流出時の対応  
流出した場合は，流出監視装置により漂流位置を把握し，速やかな回収を図る。  
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事業計画説明書 
 
１ 事業名 
  令和７年度 奄美地区水産環境整備工事（県事業名：広域漁場整備事業） 
 
２ 事業の目的 

 浮魚礁を設置することにより，新たな魚礁漁場を造成し，漁業の生産性の向上と
漁家経営の安定化を図る。 

 
３ 事業主体 
  鹿児島県 
 
４ 敷設位置 

奄美群島周辺（別紙１参照）  
 
５ 設置水深 
    約７２２～１２００ｍ（別紙１参照） 
 
６ 魚礁の種類：中層型浮魚礁 

構造等の詳細は別紙２参照 
 
７ 浮魚礁の敷設期間 

周年 
 
８ 安全対策 

・浮体 浮体には所有者名・連絡先を記載 
・レーダーリフレクター装備 
・管理等 

 地元漁協と関係市町村で組織される奄美地区人工魚礁管理運営協議会に管理委
託を行う。協議会では，日常点検として浮魚礁を利用する漁業者を通じ浮体が確
認できない等の異常を把握し，異常が発生した際には県へ報告を行う。 
 県では，浮魚礁に搭載しているイリジウム衛星通信を利用した流出監視装置に
より，浮魚礁のモニタリングを行う。 

  ・浮魚礁流失防止事項の厳守 
   ・過去の流失案件を鑑み，徹底した流失防止対策を図る。 
   ・流出監視装置を搭載し，適切な監視環境を整備する。 
   ・監視装置により流出警報等があった際は直ちに状況を確認する。 
   ・その他 

 流失が生じた場合は，直ちに標体を回収し，アンカー，ロープ等についても回
収するよう努める。また，奄美海上保安部まで速報する。 
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【 回 答 用 紙】

１ 機関名 高知県水産業振興課

２ 連絡先 係 名 等：構造改善班

Ｔ Ｅ Ｌ：０８８－８２１－４６１３

担 当 者：髙橋

３ 奄美地区における魚礁及び浮魚礁設置に関する調整の必要の有無

（無し・有り・不明のいずれかに○をして，理由等を記入してください）

無し

理由：

有り ※できるだけ具体的にお願いします。

理由：

不明

理由：

４ 貴県以外に調整が必要と思われる県等（無有のどちらかに○をしてください）

無し（または，把握していない）

有り 県 名：

漁業種類：

理 由 等：
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１ 機関名 宮崎県 
 
２ 連絡先 係 名 等 ︓漁業管理課漁業管理担当 
      T E L ︓0985-26-7146 
      担 当 者 ︓兒玉龍介 
 
３ 魚礁設置及び中層浮魚礁の更新に関する調整の必要の有無 
  （無し・有り・不明のいずれかに〇をして、理由等を記入） 
 
  無し 
   理由︓当該設置・更新区域での操業実績がないため 
 
 
 
  有り※できるだけ具体的に 
   理由︓ 
 
 
 
  不明 
   理由︓ 
 
 
 
４ 宮崎県以外に調整が必要と思われる県等（有無のどちらかに〇） 
   
  無し（または、把握していない） 
 
 
 
  有り 県 名 ︓ 
     漁業種類︓ 
     理 由 等 ︓ 
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※担当者様へ ：  記入後はメ ール等で送付し てく ださ る よ う お願いし ま す。  

Ｆ Ａ Ｘ 番号 ０ ９ ９ －２ ８ ６ －５ ６ １ ５   

メ ール   gyokai @pr ef . kagoshi ma. l g. j p 

送付先 ：  〒890-8577 鹿児島市 鴨池新町 10 番 1 号 

      鹿児島県漁港漁場課 漁場開発係  御中 

 

【  回 答 用 紙】  

 

１  機関名  熊本県農林水産部水産局水産振興課 

 

 

２  連絡先   係 名 等： 漁場管理班 

Ｔ  Ｅ  Ｌ ： ０ ９ ６ －３ ３ ３ －２ ４ ５ ６  

                担 当 者： 寺嶋 卓海 

 

 

３  奄美地区における 魚礁及び浮魚礁設置に関する 調整の必要の有無 

  （ 無し ・ 有り ・ 不明のいずれかに○を し て， 理由等を 記入し てく ださ い）  

 

     無し  

     理由： 当該海域を 利用する 漁業者がいない。  

 

 

 

      有り  ※でき る だけ具体的にお願いし ま す。  

     理由：  

 

 

 

 

      不明 

    理由：  

 

                 

４  貴県以外に調整が必要と 思われる 県等（ 無有のど ちら かに○を し てく ださ い）  

            

      無し （ ま たは， 把握し ていない）  

 

      有り    県  名：  

 

漁業種類：  

 

理 由 等：  
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※担当者様へ ： 記入後はメール等で送付してくださるようお願いします。 

ＦＡＸ番号 ０９９－２８６－５６１５  

メール   gyokai@pref.kagoshima.lg.jp 

送付先 ： 〒890-8577 鹿児島市 鴨池新町 10 番 1 号 

      鹿児島県漁港漁場課 漁場開発係  御中 

 

【 回 答 用 紙】 

 

１ 機関名  沖縄県農林水産部水産課 

 

 

２ 連絡先   係 名 等：漁業管理班 

Ｔ Ｅ Ｌ：098-866-2300 

                担 当 者：米丸 浩平 

 

 

３ 奄美地区における魚礁及び浮魚礁設置に関する調整の必要の有無 

  （無し・有り・不明のいずれかに○をして，理由等を記入してください） 

 

     無し 

     理由：県内漁協へ照会した結果、異議なしとの意見が大多数。 

       また、異議あり（調整が必要）との回答は無かった。 

 

 

      有り ※できるだけ具体的にお願いします。 

     理由： 

 

 

 

 

      不明 

    理由： 

 

                 

４ 貴県以外に調整が必要と思われる県等（無有のどちらかに○をしてください） 

            

      無し（または，把握していない） 

 

      有り   県  名： 

 

漁業種類： 

 

理 由 等： 
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奄美大島海区漁業調整委員会指示

奄美大島海区漁業調整委員会指示第４－２号

奄美大島海区における浮魚礁（中層式魚礁を含む。以下「浮魚礁」という。）の敷設及びこ

れを利用して行う漁業について，漁業法（昭和24年法律第267号）第120条第１項の規定に基づ

き，次のとおり指示する。

令和５年３月10日

奄美大島海区漁業調整委員会会長 茂野拓真

１ 敷設の承認等

 浮魚礁を敷設しようとする者（鹿児島県漁業調整規則（令和２年鹿児島県規則第52号）

第４条第14号のしいらづけ漁業の許可を受けようとする者を除く。）は，別に定める「浮

魚礁敷設承認取扱要領」の定めるところにより，奄美大島海区漁業調整委員会の承認を受

けなければならない。

 前号の承認を受けて敷設した浮魚礁を利用して操業しようとする者は，敷設者の承認を

受けなければならない。

 令和２年３月17日奄美大島海区漁業調整委員会指示第１－３号により敷設の承認を受け

た浮魚礁で，この指示の施行の際現に存するものについては，令和５年４月１日から令和

８年３月31日までの間は，第１号の承認を受けたものとみなす。

２ 指示の有効期間

この指示の有効期間は，令和５年４月１日から令和８年３月31日までとする。
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浮魚礁敷設承認取扱要領

（承認の対象者）

第１ 浮魚礁の敷設承認（以下「敷設承認」という。）の対象者は次のとおりとする。

 漁業協同組合

 奄美大島海区漁業調整委員会（以下「委員会」という。）が特に認めた者

（承認の申請）

第２ 敷設承認を受けようとする者は，浮魚礁敷設承認申請書（別記第１号様式）に，次の書

類を添えて，委員会に申請しなければならない。

 敷設位置図

 浮魚礁構造図

 標識灯の一般仕様書

 関係漁業協同組合（隣接する漁業協同組合を含む。）の同意書

 船舶会社の同意書

 その他委員会が特に必要と認める書類

２ 前項の規定による申請の期限は，委員会が別に定める期日とする。

（海上保安部との協議）

第３ 委員会は，敷設承認に当たっては，所轄の海上保安部に対し，申請のあった浮魚礁につ

いて支障がないか協議するものとする。ただし，県が敷設する場合であって既に協議されて

いるものについてはこの限りでない。

（公聴会の開催）

第４ 委員会は，第１に規定する者から敷設承認の申請があった場合において，関係者の意見

を聞く必要があると認めるときは，公聴会を開催することがある。

（承認証の交付）

第５ 委員会は，敷設承認に当たっては，別に定める浮魚礁敷設承認に係る審査基準により審

査するものとし，敷設承認をしたときは，浮魚礁敷設承認証（別記第２号様式）を交付しな

ければならない。

（承認期間）

第６ 浮魚礁の敷設承認期間は，３年以内とする。

（敷設場所の変更）

第７ 委員会は，敷設承認に当たり，当該浮魚礁が漁業調整上又は船舶の航行上支障をきたす

と思慮されるときには，浮魚礁の敷設位置を変更することを条件として承認することがある。

（承認の制限又は条件）

第８ 敷設承認に当たっては，敷設承認を受けた者に対し，次の制限又は条件を付す。

 浮魚礁（中層魚礁を除く。）には，昼夜を問わずレーダー及び目視により航行船舶から

容易に視認できる標識，灯火，レーダー反射板等を設置しなければならないこと。

 浮魚礁の敷設作業に当たっては，事前に浮魚礁敷設作業届（別記第３号様式）を，また，

設置完了後は速やかに浮魚礁敷設完了届（別記第４号様式）を所管の海上保安部及び委員

会に提出しなければならないこと。

 浮魚礁の流失防止のため，定期的に見回りを実施する等保安管理体制を確立し，異常が

あるときは，速やかに復旧しなければならないこと。

 敷設した浮魚礁が流失した場合は浮魚礁流失届（別記第５号様式）を，また，流失した

浮魚礁を補充する場合は浮魚礁補充届（別記第６号様式）を所管の海上保安部及び委員会

に提出しなければならないこと。

 毎年度終了後翌月末日までに浮魚礁利用実績報告書（別記第７号様式）を委員会に報告

しなければならないこと。
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（承認の変更又は取り消し）

第９ 委員会は，漁業調整のため必要があるときは，承認の内容を変更し，又は制限若しくは

条件を付することがある。

２ 委員会は，敷設者が敷設承認の内容又は承認の制限若しくは条件に違反した場合は，当該

敷設承認を取り消すことがある。

（取扱要領の改正）

第10 この要領の改正は，委員会の議決により行うものとする。

附 則

１ この要領は，令和５年４月１日から施行する。

２ この要領は，令和８年３月31日限りでその効力を失う。
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（別記第１号様式）

浮魚礁敷設承認申請書

令和 年 月 日

奄美大島海区漁業調整委員会会長 殿

住 所

氏 名 印

（法人にあっては，名称及び代表者の氏名）

奄美大島海区漁業調整委員会指示第４－２号の１の(1)の規定により，浮魚礁の敷設の承認を受

けたいので，下記のとおり申請します。

記

１ 申請の理由（目的，管理，利用方法等を詳しく明示すること）

２ 浮魚礁の敷設位置（海図を使用して記載した位置図を添付）

３ 浮魚礁の種類及び構造（構造の詳細を示した図面を添付）

４ 浮魚礁の敷設期間

５ 対象魚種

６ 操業の方法

７ 操業者数及び操業隻数

注）用紙サイズは日本工業規格Ａ４版とする。

（別記第２号様式）

奄海委第 号

浮魚礁敷設承認証

住 所

氏 名

（法人にあっては，名称及び代表者の氏名）

１ 敷設期間

令和 年 月 日から

令和 年 月 日まで

２ 敷設位置

３ 制限又は条件

令和 年 月 日

奄美大島海区漁業調整委員会

会 長 〇 〇 〇 〇 印

注）用紙サイズは日本工業規格Ａ４版とする。

-26-



（別記第３号様式）

浮魚礁敷設作業届

令和 年 月 日

〇〇〇海上保安部長 殿

奄美大島海区漁業調整委員会会長 殿

住 所

氏 名 印

（法人にあっては，名称及び代表者の氏名）

浮魚礁の敷設作業を行うので，浮魚礁敷設承認取扱要領第８の(2)の規定により，下記のとおり

届け出ます。

記

１ 敷設浮魚礁承認番号 奄海委第 号

２ 敷設浮魚礁数

３ 作業期間 令和 年 月 日から令和 年 月 日まで

４ 作業場所

５ 作業方法

６ 漁具標識の種類

７ 安全対策

注）用紙サイズは日本工業規格Ａ４版とする。

（別記第４号様式）

浮魚礁敷設完了届

令和 年 月 日

〇〇〇海上保安部長 殿

奄美大島海区漁業調整委員会会長 殿

住 所

氏 名 印

（法人にあっては，名称及び代表者の氏名）

浮魚礁の敷設作業を完了したので，浮魚礁敷設承認取扱要領第８の(2)により，下記のとおり届

け出ます。

記

１ 敷設浮魚礁承認番号 奄海委第 号

２ 敷設浮魚礁数

３ 敷設位置

４ 敷設完了年月日

注）用紙サイズは日本工業規格Ａ４版とする。
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（別記第５号様式）

浮魚礁流失届

令和 年 月 日

〇〇〇海上保安部長 殿

奄美大島海区漁業調整委員会会長 殿

住 所

氏 名 印

（法人にあっては，名称及び代表者の氏名）

浮魚礁が流失したので，浮魚礁敷設承認取扱要領第８の(4)の規定により，下記のとおり届け出

ます。

記

１ 敷設浮魚礁承認番号 奄海委第 号

２ 流失浮魚礁数及び位置

３ 流失年月日

４ 流失原因

注）用紙サイズは日本工業規格Ａ４版とする。

（別記第６号様式）

浮魚礁補充届

令和 年 月 日

〇〇〇海上保安部長 殿

奄美大島海区漁業調整委員会会長 殿

住 所

氏 名 印

（法人にあっては，名称及び代表者の氏名）

浮魚礁を補充したので，浮魚礁敷設承認取扱要領第８の(4)の規定により，下記のとおり届け出

ます。

記

１ 敷設浮魚礁承認番号 奄海委第 号

２ 補充浮魚礁敷設数及び位置

３ 補充年月日

注）用紙サイズは日本工業規格Ａ４版とする。
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（別記第７号様式）

浮魚礁利用実績報告書
令和 年 月 日

奄美大島海区漁業調整員会会長 殿

住 所

氏 名 印

（法人にあっては，名称及び代表者の氏名）

浮魚礁敷設承認取扱要領第８の(5)の規定により，浮魚礁の利用実績を下記のとおり報告します。

承認番号

承認月日

記

総 漁 獲 高
月 利用隻数 主な魚種

数 量 金 額

４ 隻 kg 円

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１

２

３

注）用紙サイズは日本工業規格Ａ４版とする。

-29-



浮魚礁敷設承認に係る審査基準

浮魚礁の敷設承認に関する審査に当たっては，次の事項について審査するものとする。

１ 浮魚礁の敷設位置

 浮魚礁の敷設が，船舶航行上支障がないこと。

 当該位置に，浮魚礁を敷設することにより，既存漁業との競合がないこと。（海図に既存漁業の

操業区域及び統数等を明示。）

 浮魚礁の敷設位置が，浮き魚資源の回遊に適した条件を備えていること。（当該漁場環境を明示

すること。）

２ 浮魚礁の構造

 浮魚礁の構造が，船舶航行上支障がないこと。（レーダー反射板，灯火等）

 浮魚礁の構造が，耐久性のあること。（アンカー，チェーン等）

 浮魚礁の構造が，集魚効果があること。（浮魚礁の構造図及び集魚する魚種名等を明示すること。）

３ 敷設された浮魚礁の利用について，敷設者の考え方を明示すること。（関係漁業者間で浮き魚礁の

利用の時期，方法，漁業種類，統数等について調整がなされているかを明示。）
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